小学校第３学年　学級活動指導案
指導者　　T1　学級担任
T2　栄養教諭
1． 題材
『　食べものを大切にしよう　』
　　学習活動(２)－キ　食育の視点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
2． 題材について
　食事をするときの挨拶『いただきます』には，感謝の気持ちが込められている。食べものは，私たちの食事として食卓に上る前は，それぞれ『いのち』をもった動物や植物であった。それらの『いのち』をいただいて自分たちが生きていくことができているということを知り，食べものに対して感謝の気持ちを持って食べることができるようにしたい。また，命をいただいて自分たちが毎日元気に過ごしていくことができている反面，その多くの命が捨てられているということも知る中で，食べものを大切にするという心も育てていきたい。
3． 第３学年及び第４学年の評価規準
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活についての
知識・理解

	自己の生活上の問題に関心をもち，意欲的に日常の生活や学習に取り組もうとしている。
	楽しい学級生活をつくるために，日常生活や学習の課題について話し合い，自分に合ったよりよい解決方法などについて考え，判断し，実践している。
	楽しい学級生活をつくることの大切さ，そのためのよりよい生活や学習の仕方などについて理解している。


4． 食育の視点
　・食という行為は，動植物の命を受けつぐことであり，人間が生きていく上で欠かすことのできないものであること。（食の重要性，感謝の心）
　・食事のあいさつは，食に関しての感謝の気持ちの表現であること。（感謝の心）
　・感謝の気持ちの表れとして，残さず食べたり無駄なく調理したりすること。（感謝の心）
５．事前の指導
	活動時間
	児童の活動
	指導上の留意点
	目指す児童の姿と評価方法

	朝活動
	・アンケート調査をする。
	・『いただきます』という言葉を何に向かって言っているのか，実態を把握する。
	【関心・意欲・態度】
・『いただきます』の言葉の相手について考えている。
（アンケート調査）


６．本時の展開
（１）本時のねらい
○「いただきます」の意味や食品ロスの現状を知り，食べものを大切にしようとすることができる。
（２）展開
	
	児童の活動
	指導上の留意点
	教材・教具等
	目指す児童の姿と
評価方法

	
	
	Ｔ１
	Ｔ２
	
	

	導
入
５分
	１．事前アンケートから『いただきます』という言葉をだれに向かって言っているのか確認する。
２．本時の内容を知る。
	・事前アンケート結果から，あいさつには相手がいることをつかませ，『いただきます』が何に対しての言葉なのか考えさせ，学習に対する興味を高めさせる。

	
	アンケート結果
ワークシート
	

	展開
３０分
	３．『いただきます』の意味について考える。
	・食べるということについて考えさせる。自分たちは生きものの命をいただいて，元気に過ごし，食べないと生きられないことに気付かせる。
・｢食べものから大切な命をもらうことへの感謝｣
　を板書する。
・｢いただきます｣の意味を再度確認し，ワークシートに意味を付け加えさせる。
	・「いただきます」という言葉には，食べものから大切な命をもらうことへの感謝の意味が込められていることを，児童の意見を踏まえながらおさえる。
・｢いただきます｣は日本独自の文化であることもおさえる。
	ワークシート

	【知識・理解】
・「いただきます」の意味を理解している。
（ワークシート）

	展開
	４．日本の食品ロス（食べられるのに捨てている食べものの量）について知り，なぜ，食品ロスが多いのか考える。
５．いただいている命をむだにせず，感謝して命をいただくために，自分たちにできることを考え，発表する。
	・自分たちが生きていくためにいただいている命がたくさん捨てられていることをおさえ，この事実をどう思うか聞き，なぜこのようなことがおきているのか班で考えさせ，発表させる。
・食べものを大切するため，また，食べものへ感謝の気持ちを表すために自分たちができることを班で考えさせ，発表させる。
	・一年間に食べられるのに捨てられている食べものは５００万トン～８００万トンあり，毎日一人がおにぎり２個分を捨てていることになることを伝える。
・学校全体での給食残量の写真をみせ，自分たちの身近でも同じことをしていることをつかませる。

	すてられている食べものの写真
ワークシート
給食の残菜の写真

	【関心・意欲・態度】
・食べものの命を無駄にしていることについて考えたり，発表したりしている。
（観察，ワークシート）

	まとめ
１０分
	６．話し合ったことをもとに，これからを自分ができることをワークシートに書き発表する。
	・話し合いで出されたことを振り返りながら，これから自分ができることを考えさせる。

	
	ワークシート
	【思考・判断・実践】
・自分のできることを考え，決めることができる。
（ワークシート）


7． 事後の指導
	活動時間
	児童の活動
	指導上の留意点
	目指す児童の姿と評価方法

	帰りの会
	・学習したことを保護者に伝え，感想をかいてもらう。
・授業の中で決めた目標を実践することができたか，一週間チェックする。
	・自分の決めたことを実践しているか確認し，ほめたり，はげましたりする。
・一週間後，チェックシートを回収し，コメントを書く。
	【思考・判断・実践】
・自分で決めたことを実践している。
（チェックシート）


８．板書計画








（ワークシート）
　３年　　組　名前　　　　　　　　　　

１．「いただきます」の意味
２．食べられるのにすてられている食べものはどれくらい？


コ分すてている。
３．食べものを大切にするため，感EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(しゃ),謝)の気持ちを表すために
自分たちにできることは何だろう？

４．これから自分ができることを決めよう。

５．おうちの人から

（チェックシート）
　３年　　組　名前　　　　　　　　　　
	○自分で決めたこと


	日にち
	日(月)
	日(火)
	日(水)
	日(木)
	日(金)
	日(土)
	日(日)

	記号
	
	
	
	
	
	
	


（記号：できた・・・○，できなかった・・・△）

「いただきます」について考えよう





「いただきます」について考えよう





○すてられている食べもの





自分たちができること（班）





すてられている食べものの写真





日本では１年間で


５００万～８００万トン


　　　　　　↓


毎日１人がおにぎりを


２コ分すてている


（１年間で７３０コ）





・


・


・





「いただきます」は，何に向かって言っているのか。


（アンケート結果）





給食残菜の写真





○「いただきます」の意味は





まとめ


食べものを大切にするために，自分で決めたことを実せんしていこう。





・


・





○なぜたくさんの


食べものがすてられているのか？


・


・


・





・食べものから大切ないのちをもらうことへの感謝





学習のめあて











毎日１人がおにぎりを





日本では１年間で





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











栄養教諭より





担任より








